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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、情報通信技術を応用して、沿岸性魚類の詳細な固執・回帰行動をモニタリング

した。研究に先立ち、高精度測位バイオテレメトリーシステム（AUSOMS Ver. 3）を開発した。
本システムを用いてメバル、カサゴ、クロマグロ、ヒメマスなどの魚類の固執・回帰行動など
を実海域で連続モニタリングした。その結果、潮流、海底地形、藻類、他個体の存在などを利
用して、固執・回帰行動を示すことが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We have studied on site-fidelity and homing behavior of coastal fish with information and 
communication technology. In this study, the acoustic high-resolution positioning telemetry system 
(AUSOMS Ver. 3) has been developed. Our studies on the coastal fish behaviors demonstrated that 
they showed the site-fidelity and homing behavior using tidal current, landmarks on sea-bottom, 
and individuals.     
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００９年度 7,100,000 2,130,000 9,230,000 

２０１０年度 6,300,000 1,890,000 8,190,000 

２０１１年度 5,900,000 1,770,000 7,670,000 

年度  

  年度  

総 計 19,300,000 5,790,000 25,090,000 

 
 
研究分野：農学 
科研費の分科・細目：水産学・水産学一般 
キーワード：バイオテレメトリー、バイオロギング、固執・回帰行動、メカニズム、 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）沿岸性魚類のメバルやカサゴなどの固
執・回帰行動のメカニズム解明に迫るために、
“いつ”“どこで”“何をしているか”に着目
した。 
（２）従来のバイオテレメトリーでは、多個
体の移動を同時に、高頻度かつ高精度にモニ
タリングすることは難しかった。 
 

２．研究の目的 
沿岸性魚類の詳細な固執・回帰行動メカニ

ズム解明に迫るために、固執行動および回帰
行動“いつ”“どこで”“何をしているか”を
明らかにすることを目的とした。 

 
３．研究の方法 
 高精度測位バイオテレメトリーシステム
（AUSOMS Ver. 3）を開発した。本システム



を中心に、沿岸性魚類メバルなどの固執行動
および回帰行動をモニタリングした。 
 
４．研究成果 
開発した高精度測位バイオテレメトリー

システムにより、多個体の移動を同時に、高
頻度かつ高精度にモニタリングすることに
成功した。沿岸性魚類の固執・回帰行動を実
海域で連続モニタリングした結果、潮流、海
底地形、藻類、他個体の存在などを利用する
ことが明らかになった。本研究のようなアプ
ローチは北米や欧州諸国などでは挑戦すら
されておらず、当該研究分野に大きな刺激を
与えるものとなる。 
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